
市民の皆さんと力を合わせて

日
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鈴
鹿
市
議
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議
員
に
求
め
ら
れ
る
大
き
な
役
割
は
、

市
民
の
立
場
か
ら
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
で
す
。
こ
の
４
年
間
、
党
市
議

団
は
入
札
談
合
問
題
や
高
す
ぎ
る
国
保

税
の
引
下
げ
な
ど
、
多
く
の
問
題
を
取
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報
民

日
本
共
産
党
鈴
鹿
市
議
団
の
活

動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

市
政
報
告
特
集

あ
な
た
の
暮
ら
し
応
援
し
ま
す

【略歴】●1953年生まれ、54歳●静岡大学

卒、鈴鹿市役所に11年余勤務、86年に退職。

●87年初当選、現在5期目。20年間、毎議

会質問に立ち、本会議発言回数はトップ。

●伊船町に在住、家族は妻、母、２男１女

(別居）。趣味は山歩き、フォークソング、

読書など。田んぼで米作りも。

市議会議員

矢橋３丁目10-34 電話 384-3740 FAX 384-2907
ホームページ http://blog.ymorikawa.net/

森川ヤスエさ
ん

【略歴】●1950年生まれ、56歳。●沖縄県

生まれ、上京し日本大学通信教育卒。結婚

して鈴鹿に住み、29年。●95年初当選、現

在３期目。毎月欠かさず議会報告「女性は

太陽」を発行・配布し続ける。●矢橋３丁

目に在住、家族は夫、３男(別居）。趣味

はお菓子作り、読書など。

「
共
産
党
議
員
の
質
問
は
、
よ
く
調

べ
て
ズ
バ
リ
問
題
点
を
指
摘
さ
れ
る
の

で
、
私
た
ち
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

と
、
市
職
員
Ｏ
Ｂ
の
一
人
は
語
り
ま
す
。

市
長
の
高
い
退
職
金
や
同
和
問
題
な
ど
、

他
の
議
員
が
ふ
れ
な
い
問
題
に
も
正
面

か
ら
議
論
を
い
ど
み
、
是
正
を
す
す
め

ま
し
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
議
会
で
の
活
動
を

「
す
ず
か
民
報
」
や
「
議
会
レ
ポ
ー
ト
」

「
女
性
は
太
陽
」
の
発
行
、
両
議
員
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
民
に
報
告
し
、
市

民
か
ら
の
声
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

市
長
が
提
案
し
た
議
案
や
予
算
に
対

し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
議
員
の
皆
さ
ん
は

「
何
で
も
賛
成
」
と
い
う
態
度
で
す
。

党
市
議
団
は
、
市
民
に
と
っ
て
良
い
こ

と
に
は
賛
成
し
ま
す
が
、
負
担
増
や
サ
ー

市
政
の
チ
ェ
ッ
ク
役
、
悪
政
の
防
波
堤

り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
保

険
や
障
害
者
福
祉
の
改
悪
か
ら
市
民
生

活
を
守
る
施
策
を
も
と
め
る
な
ど
、
市

が
国
の
悪
政
の
防
波
堤
と
な
る
よ
う
、

多
く
の
提
案
を
し
ま
し
た
。

ビ
ス
低
下
に
な
る
も
の
に
は
反
対
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
４
年
間
で
は
、
３
６

１
議
案
の
う
ち
９
割
に
賛
成
、
１
割
の

37
議
案
に
は
反
対
し
て
い
ま
す
。

良
い
こ
と
に
は
賛
成
、
悪
い
こ
と
に
は
反
対

ハ
ッ
キ
リ
発
言
、

し
っ
か
り
報
告

地域の代表

むだ使いなどのチェック

市政の情報を知らせる

市民の相談役

しっかり発言する

政策提言をする

市会議員に何を期待しますか
日本共産党鈴鹿市議団の行った「市政アンケート」集計

白
子
・
鼓
ヶ
浦
海
岸
に
て

み
な
さ
ん
の
声
を
市
政
に
活
か
し
ま
す

鈴鹿市政に何を望みますか？

30
人
以
下
学
級

中
学
校
給
食

い
じ
め
対
策

通
学
路
な
ど
交
通
安
全
対
策

学
童
保
育
の
新
設
充
実

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
の

年
齢
引
き
上
げ

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
、

減
免

介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
、
減
免

介
護
負
担
金
の
軽
減

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
拡
大

介
護
施
設
の
増
設

宅
老
所
な
ど
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス

地
震
防
災
対
策

公
園
な
ど
の
整
備

公
民
館
の
充
実

市
民
の
憩
え
る
施
設(

温
泉
な
ど)

青
年
の
雇
用
対
策

中
高
生
の
た
め
の
施
設

教育･子育て･青年 くらし･福祉 町づくり･産業振興

教育費

負担を感じるものは･･･

複
数
回
答
の
た
め
合
計
は
１
０
０
％
に
は
な
り
ま
せ
ん

「
家
計
の
圧
迫
ば
か
り
で
子
ど
も
を
安
心
し
て
産

め
な
い｣

｢

20
数
万
円
の
年
金
に
18
万
円
余
の
介
護

施
設
の
支
払
い
」･

･
･

こ
ん
な
切
実
な
声
が
、
日

あなたの暮らしで

●子育て世代ですが給与も上がらず(下がる)子育ての費用の負担を感じている(30代・男)

●保険料が高く医療費の自己負担３割の追い打ちをかけられ将来が不安(70歳以上)

●収入が１３０万円を超えてしまい税金、国保などかなり負担になる(女）

●国保も月にすると２万円以上になり、年金生活に入り医療費もかかり負担に感じる(50代･女)

●中学校給食は他府県では当たり前、鈴鹿市にきてびっくりした(40代･男)

●子どもの医療費がバカにならないので他府県のように小学校高学年まで無料にして欲しい(30代･女)

●同和行政は無駄遣いであり、早く終結して欲しい(40代･女)

●弱い者いじめの現在の政策にへきえきしております(70歳以上)

●無駄遣いをなくし図書館やスポーツ施設を充実して欲しい(20代･女)

●法人税の引き下げによるツケが庶民にまわってくるのは納得できない(40代･男)

●何よりも不正、ムダのないお金使いのひと言につきます(40代･女)

（４）

「市政アンケート」中間集計(445通のまとめ）

本
共
産
党
鈴
鹿
市
議
団
が
お
願
い
し
た
市
政
ア
ン

ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

神 戸

大 木

千代崎

鈴 峰

白 鳥

創 徳

平田野
白 子

天 栄 鼓ヶ浦

市政･生活相談地域
（中学校区）

石田 秀三 森川ヤスエ

(稲生)

医療や介護の費用

税金

公共料金

借金、ローン

憲法９条を守ってほしい。
安倍首相は、就任早 「々任期中に憲法を変えたい｣と
いいました。イラクに行っても戦争できない自衛隊で
は、アメリカに喜んでもらえない。９条改憲をめざす
首相の本音はここにあると思います。日本が、いつま
でも戦争しない国であり続けるために、平和を願う広
範な市民と手を結んだ議員さんの活動に期待します。

（東磯山・酒井 啓さん）

学童保育所を全部の小学校に作ってほしい。
母子手当てを実態に合うようにもっと充実してほしい。
中学校も小学校のような給食にしてほしい。

（神戸６丁目・高橋さつきさん）

精神障がい者の働く場をと願います。社会復帰を支援
する作業所などをもっと増やしてほしいです。

（南玉垣町・渡辺トミさん）

最近の暮らし向きは･･･
良くなった

私の意見



（２）

日本共産党鈴鹿市議団

育を最優先に！

03
年
国
保
税
が
大
幅
値
上
げ
さ
れ
、

三
重
県
下
ト
ッ
プ
と
い
う
高
額
に
な

り
支
払
い
に
困
る
市
民
が
続
出
、
収

納
率
は
県
下
ビ
リ
に
落
ち
込
み
ま
し

た
。
党
市
議
団
は
「
値
上
げ
し
過
ぎ

て
で
き
た
11
億
円
も
の
黒
字
を
、
値

下
げ
に
回
せ
」
と
主
張
、
05
年
５
％
、

06
年
も
５
％
と
２
年
連
続
の
引
き
下

げ
を
実
現
し
ま
し
た
。

お
年
寄
り
の
税
金
の
申
告
に
、
要

介
護
の
人
は
「
障
害
者
控
除
」
が
で

き
る
こ
と
を
市
に
認
め
さ
せ
、
「
税

金
が
安
く
な
っ
た
」
と
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

た
だ
の
迷
信
に
す
ぎ
な
い
「
友
引
」

の
日
を
、
市
営
斎
場
が
休
業
日
に
し

て
い
る
の
は
お
か
し
い
と
変
更
を
求

め
、
06
年
11
月
か
ら
友
引
休
業
を
や

め
「
毎
月
15
日
」
休
業
と
な
り
ま
し

た
。新

庁
舎
の
立
体
駐
車
場
の
出
入
口

が
南
側
1
ヶ
所
し
か
な
く
渋
滞
す
る

状
態
を
、
西
側
に
も
出
入
口
を
つ
け

て
解
決
す
る
よ
う
提
案
。
こ
の
ほ
ど

高
い
国
保
税
、
引
き
下
げ
ま
し
た

介
護
認
定
者
の
税
金
控
除
な
ど
も

入
札
改
革
で
予
算
が
節
約
で
き
ま
し
た

斎
場
の
「
友
引
休
業
」
変
え
る

新
庁
舎
は
予
定
よ
り
13
億
円
も
安
く
完
成

施
設
の
転
用･

活
用
す
す
め
る

市
長
の
退
職
金
、
１
割
引
下
げ

「
談
合
疑
惑
」
が
言
わ
れ
た
新
庁

舎
建
設
、
党
市
議
団
は
談
合
対
策
と

し
て
予
定
価
格
の
引
き
下
げ
な
ど
の

改
革
を
提
案
。
初
め
て
予
定
価
格
を

10
％
下
げ
た
入
札
を
行
な
い
、
設
計

価
格
よ
り
13
億
円
も
安
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
も
大
き
な
工
事
は
４
％

引
き
下
げ
た
入
札
に
し
て
、
予
算
の

節
約
に
な
っ
て
い
ま
す
。

入
札
に
参
加
で
き
な
い
零
細
な
業

者
の
た
め
に
、
学
校
な
ど
の
施
設
の

修
繕
の
仕
事
を
回
す
こ
と
を
提
案
、

06
年
か
ら
30
万
円
以
下
の
「
小
規
模

修
繕
工
事
」
制
度
が
作
ら
れ
、
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
庁

舎
15
階
展
望
ロ
ビ
ー
を
「
新
名
所
」

と
し
て
休
日
や
夜
間
に
も
市
民
に
開

放
す
る
こ
と
を
求
め
実
現
、
多
く
の

市
民
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

庁
舎
駐
車
場
、
展
望
ロ
ビ
ー
も
便
利
に

「
１
期
４
年
ご
と
に
二
千
百
万
円
」

と
い
う
高
い
市
長
の
退
職
金
。
党
市

議
団
は
川
岸
市
長
に
、
ズ
バ
リ
引
き

役
目
を
終
え
た
公
共
施
設
や
遊
休

用
地
を
、
市
民
の
た
め
に
活
用
し

ま
す
。
神
戸
中
移
転
後
の
用
地
も
、

民
間
売
却
で
は
な
く
公
共
で
の
利

用
を
す
す
め
ま
す
。

下
げ
を
求
め
ま
し
た
。
さ
す
が
に
市

長
も
１
割
カ
ッ
ト
を
表
明
し
ま
し
た
。

利
用
者
の
へ
っ
た
白
子
の
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
の
活
用
を
提
案
、
市
は

検
討
し
て
「
子
育
て
支
援
」
施
設
に

す
る
こ
と
に
し
、
こ
の
春
か
ら
利
用

が
始
ま
り
ま
す
。
御
薗
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
「
り
ん
り
ん
」
も
、
古

い
施
設
か
ら
の
転
用
で
す
。

06
年
新
庁
舎
の
議
場
に
移
る
際
に
、

質
問
の
対
面
・
一
問
一
答
方
式
を
取

り
入
れ
、
Ｃ
Ｎ
Ｓ
で
の
テ
レ
ビ
中
継

も
本
格
化
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

肝
心
の
質
問
時
間
が
「
一
人
60
分
」

か
ら
「
会
派
で
45
分
×
人
数
」
に
変

え
ら
れ
、
小
会
派
に
は
非
常
に
不
利

に
さ
れ
ま
し
た
。
党
市
議
団
は
こ
の

改
悪
に
抗
議
し
、
元
に
戻
す
よ
う
求

め
て
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
対
面
方
式

テ
レ
ビ
中
継
な
の
に

議
会
活
性
化
に
逆
行
す
る

質
問
時
間
カ
ッ
ト

市
民
の
声
が
と
お
る

市
政
に
し
ま
し
ょ
う

ここが問題

鈴鹿市政

市
役
所
が
文
字
ど
お
り
「
市
民
の

役
に
立
つ
所
」
、
市
民
に
親
切
な

サ
ー
ビ
ス
拠
点
に
な
る
よ
う
に
、

職
員
の
意
識
を
高
め
ま
す
。

ま
だ
10
億
円
も
あ
る
黒
字
を
使
い
、

国
保
税
を
さ
ら
に
引
き
下
げ
ま
す
。

介
護
保
険
料
や
負
担
金
の
引
き
下

げ
、
減
免
を
す
す
め
ま
す
。

さ
ら
に
公
平
公
正
な
入
札
改
革
を

す
す
め
ま
す
。

工
事
以
外
の
入
札
に
も
最
低
価
格

を
も
う
け
て
、
安
易
な
ダ
ン
ピ
ン

グ
を
防
ぎ
、
中
小
業
者
を
守
り
ま

す
。

小
規
模
修
繕
工
事
の
制
度
化

国保税の年度別推移

03 04 05 062002

5

6

7

8

9

万円

84,504

95,011 94,965
90,528

85,866

年度

（加入者１人当たりの税額）

（『鈴鹿市の国保』から）

立体駐車場に西側の出入口ができました

子育て支援施設に改修した勤労青少年ホーム

くらし･福祉･教

（３）

「
文
化
振
興
」
は
看
板
だ
お
れ

図
書
館
予
算
、
１
千
万
円
も
け
ず
る

がんばってます
「
給
食
」
で
は
な
い
、

不
評
の
「
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
」

乳
幼
児
医
療
費

本
当
の
中
学
校
給
食
を
実
現
し
ま
し
ょ
う

足
り
な
い
の
は
『
心
』

カ
ネ
は
あ
り
ま
す

４
年
前
の
選
挙
で
争
点
と
な
っ
た

「
中
学
校
給
食
」
、
川
岸
市
長
は
そ

の
た
め
の
「
中
学
校
給
食
検
討
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
委
員
会
に
出
さ
せ
た
結
論
は
、

「
希
望
者
に
弁
当
を
販
売
す
る
」
と

い
う
的
外
れ
な
も
の
で
、
期
待
し
た

市
民
は
ガ
ッ
カ
リ
。
05
年
か
ら
ラ
ン

チ
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
始
ま
り
ま

し
た
が
、
２
年
た
っ
て
も
利
用
率
は

６
％
ほ
ど
、
生
徒
に
も
親
に
も
先
生

に
も
不
評
で
、
利
用
は
伸
び
ま
せ
ん
。

鈴
鹿
市
は
乳
幼
児
医
療
費
無
料
化

の
年
齢
を
、
県
の
４
歳
未
満
児
の
水

準
の
ま
ま
か
ら
引
き
上
げ
よ
う
と
し

ま
せ
ん
。
お
隣
の
亀
山
市
は
す
で
に

就
学
前
ま
で
無
料
、
四
日
市
市
も
今

年
か
ら
就
学
前
ま
で
に
改
善
し
ま
す
。

愛
知
や
岐
阜
は
以
前
か
ら
窓
口
無
料

に
な
っ
て
い
る
の
に
、
い
ち
ば
ん
遅

れ
て
い
る
三
重
県
の
レ
ベ
ル
か
ら
一

歩
も
出
よ
う
と
し
な
い
鈴
鹿
市
の
姿

勢
は
、
問
題
で
す
。

川
岸
市
長
は
04
年
、
組
織
改
革
を

行
な
い
教
育
委
員
会
か
ら
「
文
化
振

30
年
余
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た

同
和
対
策
の
た
め
の
特
別
法
は
、
５

年
前
に
差
別
解
消
の
目
的
を
達
し
た

と
し
て
な
く
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
三
重
県
や
鈴
鹿
市
は
い
ま
だ
に

鈴
鹿
市
は
い
ま
、
地
方
交
付
税
を

も
ら
わ
な
い「
不
交
付
団
体
」と
な
り
、

県
内
で
は
い
ち
ば
ん
財
政
的
な
指
標

の
良
い
自
治
体
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

他
の
市
町
と
同
等
ぐ
ら
い
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
は
出
来
て
当
然
で
す
。

出
来
て
な
い
理
由
は
、
「
カ
ネ
が

無
い
」
の
で
な
く
、
市
民
の
暮
ら
し

を
応
援
し
よ
う
と
言
う
「
心
」
が
た

り
な
い
の
で
す
。

お
隣
は
就
学
前
ま
で

無
料
な
の
に

い
つ
ま
で
や
る
の
か
？

「
同
和
・
人
権
」
特
別
扱
い

家
庭
で
い
え
ば
「
貯
金
」
に
当
た
る

「
基
金
」
積
立
の
残
高
は
、
百
四
十

億
円
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
部
を
活

用
す
れ
ば
、
い
ろ
ん
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
広
げ
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
「
市
民

こ
そ
主
人
公
」
の
立
場
で
、
皆
さ
ん

の
切
実
な
願
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、

全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

中
学
校
給
食
検
討
委
員
会
を
再
開

さ
せ
、
市
民
の
声
を
反
映
し
た
本

当
の
給
食
を
実
現
さ
せ
ま
す
。

ま
ず
は
新
築
す
る
神
戸
・
平
田
野

中
か
ら
出
来
る
よ
う
に
、
力
を
つ

く
し
ま
す
。

「
同
和
」
と
つ
く
一
切
の
行
政
は
、

「
人
権
」
と
言
い
換
え
た
も
の
も

合
わ
せ
て
す
べ
て
終
結
さ
せ
ま
す
。

市
民
の
だ
れ
も
特
別
扱
い
し
な
い
、

公
平
公
正
な
行
政
に
し
ま
す
。

就
学
前
ま
で
の
医
療
費
を
、
所
得

制
限
な
し
で
無
料
に
し
ま
す
。
子

育
て
相
談
や
親
子
の
た
め
の
施
設
、

保
育
所
や
学
童
保
育
へ
の
支
援
を

引
き
上
げ
ま
す
。

図
書
購
入
予
算
を
ま
ず
元
の
３
千

万
円
台
に
戻
し
ま
す
。
市
内
全
域

サ
ー
ビ
ス
計
画
を
立
て
、
東
西
南

北
に
分
館
を
設
置
し
ま
す
。
公
民

館
運
営
予
算
を
抜
本
的
に
引
き
上

げ
ま
す
。

興
部
」
を
独
立
さ
せ
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
文
化
振
興
の
名
に
反
し
て
実

際
は
公
民
館
の
人
べ
ら
し
、
図
書
館

司
書
の
嘱
託
化
を
す
す
め
、
06
年
に

は
移
動
図
書
館
の
廃
止
、
図
書
購
入

予
算
を
３
千
万
円
か
ら
２
千
万
円
に

大
幅
カ
ッ
ト
を
行
な
い
ま
し
た
。

「
根
深
い
部
落
差
別
意
識
が
あ
る
」

と
い
う
ま
ち
が
っ
た
理
論
を
市
民
に

押
し
付
け
る
啓
発
・
教
育
を
進
め
て

い
ま
す
。
市
は
05
年
か
ら
誘
導
尋
問

の
よ
う
な
「
市
民
意
識
調
査
」
を
行

な
い
、「
差
別
意
識
」
が
あ
る
と
い
う

証
明
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

た
め
こ
み
百
四
十
億
円

市
民
に
責
任
負
え
る
の
か
？

ゴ
ミ
処
理
の
民
間
丸
投
げ

市
は
不
燃
物
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
・

埋
立
て
処
分
場
の
第
２
期
計
画
を
、

民
間
企
業
・
ゼ
ネ
コ
ン
に
す
べ
て
任

せ
る
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」
方
式
を
進
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
そ
の
理
由
は
、
論
証

な
し
で
「
民
間
に
す
れ
ば
工
事
費
が

２
割
安
く
な
る
」
な
ど
と
い
う
曖
昧

な
も
の
で
す
。

ま
た
、
可
燃
ゴ
ミ
の
焼
却
灰
を
処

理
す
る
県
の
「
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー
」

の
料
金
が
見
込
み
違
い
の
穴
埋
め
に

06
年
、
07
年
連
続
で
大
幅
値
上
げ
さ

れ
、
鈴
鹿
市
の
負
担
が
２
億
円
も
増

え
る
こ
と
に
。

党
市
議
団
は
、
県
の
約
束
違
反
、

一
方
的
な
値
上
げ
に
は
応
じ
な
い
こ

と
を
求
め
ま
し
た
が
、
市
長
は
「
や

む
を
得
な
い
」
と
の
態
度
で
す
。

ゴ
ミ
処
理
は
市
が
責
任
を
持
っ
て

行
な
う
こ
と
が
基
本
、
安
易
な
民

営
化
に
は
反
対
し
ま
す
。

市
と
市
民
の
共
同
で
減
量
リ
サ
イ

ク
ル
を
進
め
ま
す
。

県
の
約
束
違
反
で
２
億
円
も
の
ゴ
ミ
処
理
費
負
担
増

広い鈴鹿市に本館ひとつだけの市立図書館

移転新築も間近い神戸中学校

市
民
の
た
め
に

使
わ
せ
ま
し
ょ
う


